
神戸製鋼所は、加古川製鉄所の大型
高炉(4,844㎥)でCO₂排出量を25％削減
(※1)できる技術の実機実証に成功し
た。
これは2021年2月に同社が公表した

「KOBELCOグループの製鉄工程にお
けるCO₂低減ソリューション(※2)」で
の実証結果を大幅に上回る結果で、高
炉実機でのCO₂削減手法としてこれま
で公表されている中では、世界最高水
準のCO₂削減効果を有する極めて先進
的な技術となる。
多様な事業を営む企業としての特長

を活かし、エンジニアリング事業のミ
ドレックス技術(※3)と鉄鋼事業の高
炉操業技術がより一層、融合・深化し
た結果となった。

同社グループは、今回の実機実証実
験の成功も含め、生産プロセスにおけ
る2030年のCO₂排出削減目標(※4)の
実現に向けた取り組みを着実に進展さ
せていく。

また、このCO₂削減効果を活用し、
国内で初めて商品化した低CO₂高炉鋼
材“Kobenable Steel”(※5)の更なる社
会への普及を図り、増産供給体制の構
築を進める。

実証試験は、2023年4月から6月に
かけて加古川製鉄所の大型高炉(4,844
㎥)で約2か月にわたり行っている。

実証試験では、高炉にMIDREX プ
ロセス(※6)のHBI(還元鉄※7)を多量
に装入し、高炉からのCO₂排出量を決
定づける還元材比(高炉で使用する炭
素燃料使用量※8)を386kg/t-溶銑に安
定的に低減(CO₂排出量を従来比※9の
25％削減)できることを確認した。

世界最少水準の還元材比(386kg/t-
溶銑)およびコークス比(230kg/t-溶銑)
も同時に達成出来ており、現有する技

術を用いたCO₂低減策の中では、実機
の大型高炉で安定的かつ早期に多量の
CO₂を削減できるソリューションの提
供が可能となった。

今回の成果に至ったキーテクノロジー
は次の通り。
(1)エンジニアリング事業におけるミ
ドレックス HBI製造技術。

(2)鉄鋼事業における高炉操業技術(高
炉へのHBI装入技術の深化、AIを活用
した操炉技術、同社独自のペレット改
質技術、衝風制御技術)。

すべてKOBELCOグループの独自開
発だが、汎用性のある高炉向けソリュー
ション技術。

KOBELCOグループは今後も引き続
き、CO₂排出量の更なる削減、ならび
にCO₂削減コストの低廉化など、低CO
₂排出高炉操業技術のブラッシュアッ
プにチャレンジしていく。

また、自社のCO₂削減のみならず、
今回のソリューションをベースに、全
世界の高炉でHBI装入によるCO₂削減
が加速されるよう貢献していく。

政府が宣言した2050年カーボンニュー
トラルに向けたグリーン社会へ貢献す
るために、より多くのCO₂をできるだ
け安価な手法で、しかも一日も早く低
減する技術を開発・確立することがK
OBELCOグループの使命としている。

これまでもこれからもKOBELCOグ
ループは、「安全・安心で豊かな暮ら
しの中で、今と未来の人々が夢や希望
を叶えられる世界」を実現するために、
技術と技術のかけ算によるKOBELCO
ならではのCO₂削減に向けた取組みに
挑みつづける。

◇※1：高炉単体、SCOPE1+2のCO2
排出量削減。

◇※2：「KOBELCOグループの製鉄
工程におけるCO₂低減ソリューション」、
HBIを高炉へ多量装入することで高

炉工程でのCO₂排出量約20%削減の実
機実証に成功(還元材比を415kg/t-溶
銑へ安定的に低減)。

◇※3：ミドレックス技術
神戸製鋼所の100％子会社(Midrex T

echnologies, Inc.)が有する直接還元製
鉄法に関する技術。

◇※4：生産プロセスにおけるCO₂排
出量削減 2030年目標30～40％※(20
13年度比)、
※SCOPE1+2、加古川製鉄所・神戸

線条工場・高砂製作所3事業所の合計
値

◇※5：実証試験におけるCO₂削減効
果について英国の認証サービス機関で
ある“DNV BUSINESS ASSURANCE SE
RVICES UK LIMITED”(DNV社)から第
三者認証を取得している。
このCO₂削減効果を「マスバランス

方式※10」により特定の鋼材に割り
当てることで低CO₂高炉鋼材“Kobenab
le Steel”を販売する。

◇※6：MIDREX プロセス
MIDREX プロセスは、天然ガスを

使った還元鉄製鉄法であり、世界の約
80％(還元鉄全体では約60％)を占める
リーディングプロセス。
本方式は、天然ガスを還元材として、

鉄源は粉鉱石を加工したペレットを使
用してシャフト炉によって還元鉄を製
造。
高炉法に比べ、製鉄工程でのCO₂排

出量を20～40％抑制できることなど
が特長。
世界で90基以上の納入実績がある。

◇※7：HBI
Hot Briquetted Iron(熱間成形還元鉄)

の略。
還元鉄はそのままでは長距離輸送に

適さないため、還元炉より排出された
高温の還元鉄をある程度の大きさの塊
(Briquette)に押し固めたもの。

◇※8：還元材比
還元材比＝コークス比(高炉でのコー

クス使用量)＋微粉炭比(高炉へ吹込む
微粉炭量)
コークス：石炭からつくられた炭素

燃料、微粉炭：粉砕した石炭

◇※9：従来比
CO₂削減に関する国やKOBELCOグ

ループの目標の基準年である2013年
度と比較している。

◇※10：マスバランス方式
製品の製造工程において、ある特性

(例：低CO₂品)を持った原料とそうで
ない原料とが混在する場合に、その特
性を持った原料の投入量に応じて、製
品の一部に対してその特性を割り当て
る手法。
再生プラスチック、バイオプラスチッ

ク、再エネ電力や、カカオやパーム油
といった認証食料品など、製造工程や
サプライチェーンの特徴により、製品
特性の分離が困難な製品に用いられて
いる。

同社では、ISO 22095:2022 Chain of
custody規格の5.4.2 Mass balance m
odelを参照し、鉄鋼の製造工程におい
て、鉄鉱石の一部を既に還元済みの鉄
鋼原料である「HBI」に置き換える事
で使用するコークスを減らし、CO₂排
出量を削減させ、その削減効果を環境
価値として、低CO₂高炉鋼材に対して
割り当てている。
(※資料提供：神戸製鋼所)
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製造業のビジネスチャンスが見える
モノづくり最新情報サイト
じゃぱんお宝にゅ～す
https://japan.otakaranews.com

モノづくり現場の未来を見つめる
製造業応援サイト

じゃぱんお宝WEB新聞
最新情報満載！好評配信中！

KOBELCOグループの製鉄工程CO2低減ソリューション第2弾
高炉工程における世界最高水準のCO2排出削減効果25％に成功

■株式会社神戸製鋼所 URL→ https://www.kobelco.co.jp/

高炉実機実証
CO₂削減成功

CO2排出削減効果25％の実機実証に成功

成果に至った
キーテクノロジー

用語の補足

KOBELCOグループの
製鉄工程における
CO2 低減ソリューション


